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彙　　報

本会忌事

　西南アジア研究会総会

　1995年度総会は，先の会告のごとく，1995年12月9日午後2時から，：京都大学文学部博

物館講演室で開催された。

　小野凶節会長の挨拶に続いて，新谷英治氏を議長に選卑し，議事に入った。まず久保一

之委員から，会誌発行状況，会員数，会計等の会務についての報籍が行われ，ついで，勝藤

猛監事から会計が適正に処理されている旨報告された。その後，維持会員制早期解消の

方策，ならびに維持会員の神島軽減について話し合われた。その結果，1996年度（会誌第

45～46号）より，維持会員の年会費をi現行の20，000円から12，000円とすることが決定され

た。

　また本年度は役員改選の年にあたり，会長に小野由節氏，副会長に聞野英二氏がそれぞ

れ再選された。続いて小野由会長から，つぎの蔽役員表に掲げる編集委員および監事が

委嘱された。

長会

長調帯

員委集編

監　　事

小野親節

問野英二

稲葉　穣　　岩裁昭男　　応地利明　　大江節子　　小野　浩

久保一之　　鳩山正進　　小林儒彦　　薪谷英治　　前川和也

春田｝…青良i～

勝藤　猛

　総会議事の後，名古屋大学大学院教授重松伸華氏に，「南アジアの国際移民」と題してご

講演いただき，最後に外野英二副会長の閉会の挨拶をもって終了した。

※先の会皆では，講師の重松伸司氏の駈属機関・部周が名古屋大学文学部となってお

　りましたが，これは名古屋大学大学院国際開発研究科の誤りでした。この場をかり

　て訂正し，重松氏ならびに会員の皆様に御迷惑をおかけしたことを，深くお詫び申し

　上げます。
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会費納入のお願い

　本誌第43号発送時に1995年度会費（第43～44号網当分）および滞納金をご請求申し上げ

たところ，多くの方からご協力が得られました。誠に有難く存じ上げます。

　しかしながら，いまだご入金いただいていない会員の方も，少なくありません。第43号

発送時にご逓尊した，会費納入状況をご確認の上，早々にお支払いいただけるようお願い

申し上げます。

第！条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第7条

第8条

第9条
第IO条

第11条

第12条

第13条

第14条

第15条

第16条

第17条

　　　　　　　　　西南アジア概究会会鋼

本会は，「西南アジア研究会」と称する。ただし，西南アジアとは西アジアお

よび南アジアを指す。

本会は，事務所を京都大学文学部内に置く。

本会は，西南アジアに関する研究成果の発表と知識の拡大を目的とする。

本会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。

（1）会誌栖南アジア研究諺の発行

（2）概究会および講演会の開催

（3）その他，本会の蔭的を達成するために必要な事業

本会の趣旨に賛圃し，所定の会費を納入する者を会員とする。

会員は，会誌の配布を受け，会の事業に参加することができる。

会員は次の3種とする。

（1）維持会員　　年額12，000円を納入する者（1996年度より）

（2）一般会員　　年額6，000eqを納入する者（大学院生を含む）

（3）学生会員　　年額4，000円を納入する者

本会は，次の役員を置く。

（1）会長　　　1名

（2）副会長　　1名

（3）編集委員　若干名

（4）監事　　　1名

会長および副会長は，総会で選出する。

編集委員および監事は，会長がこれを委嘱し，会務を担当する。

編集委員は，編集委員会を組織し，編集，庶務，会計を撫旧する。

監事は，会計を監査する。

役員の任期は，いずれも2年とする。ただし，再任を妨げない。

会長は，毎年1回総会を召集し，会務を報告する。

本会の事業遂行に要する費用は，会費その他による。

本会の会計年度は，毎年4月！日に始まり，翌年3月31臼に終る。

会則の変更は，総会の議決による。

付則　　この会則は，1987年9月1旧から施行する。（1995年12月9霞変更〉
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『西南アジア研究』投稿規定

1　投稿先　薦南アジア研究会　〒606－Ol　京都市左京区吉田本町　京都大学文学部内

ll　原　　稿

1　B5版200字詰原稿胴紙に横書きのこと。（原稿の全内容を入力したMS－DOSテキストファ

　　イルを添付することが望ましい。）

2論文は注を含め80枚ていど，研究ノート・研究動向は20枚～60枚とする。

3論文乱すべて1号限りで完結するものとし，連載はしない。

4採否は編集委員会が決定し，手直しを求めることもある。

5原稿は返却しない。ただし図については，投稿時に申し入れがあれば返却する。

6　別刷は30日目進呈する。ただし増刷はおこなわない。

7投稿者は本誌の体裁にしたがい，以下の書き方に統一すること。

　a。第1頁に表題・氏名，第2頁にその英訳，第3頁以下を本文とし，注・文献表を含めて

　円し頁をうつ。

　b．章はローマ数字，アラビア数字で示す。ただし章節の表題の有無は自由である。

　c．注は珊紙おこしとし，本文の後ろにつける。注の書き方は次のとおりとする。

　　　1＞　この場合，帝王の叙任は……

　　　　　どちらともいえない。

　d．頁のみの引用はしない。参考文献の場合は［Fussinan　1978：94－98］，資料の場合は［HS

　　25］として木文中に入れる。なお94－98，25などは引用頁である。

　e．dによって生じる文献表をつくり，別紙おこしで注のうしろにつける。筆者姓ABC順

　　とし，欧文，和文，乱文を混記する。中文は排気による。書式は，下のIVのとおり。

　f。雑誌などの略号は本誌の表紙うらの方式にしたがうこと。単行本・雑誌は，欧文ではイ

　　タリック指示，和・中文では「sに入れ，論文表題は括弧をつけず，裸のままにする。

　　巻数はアラビア数字とし，号数は（〉に入れて，3（1），4（3－4）［3，4号合併号

　　の場合］などとする。Vol．，　Partなどの表示はしない。なおロシア文字はイタリックを絹

　　いない。

8　以上により，文字原稿は，表題・氏名，英文表題・氏名，本文・注，文献表より戒る。

m　図の原稿

　1本誌ではアート紙・折り込み図表は使わない。

　2　したがって版衝12×18cmを考慮すること。

3図はそれぞれ別紙に作成し，通し番号をつけ，各図の天地を明確にすること。

　4　たとえば図3などが複数の写真などで構成されるときは，版図に入るよう考慮のうえ，鐵

　　来上り翻を作成すること。個々の鵬は，関1からの通し番号とする。

5麩1の説明文（キャプション）は関に記入せず，B5版200字詰原稿用紙に書き，他の文字

　　原稿の末尾につけておくこと。

　6　本文原稿に図の挿入箇所を明示すること。原稿頁の右下に「國2挿入」などと朱書し，出

　　来上りの面積（多5×98　cm），頁における位概（上下左右など）を指示すること。

7ξのままで版下になる図をつくること。図中に文字を貼りこむ場合は，別途に経費を申し

　　うけることがある。
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IV　文献表の書き方

参考文献

IB：

DA王二　　（引用の一次史料の略号，および表紙裏記載以外の雑誌などの略号をアルファベット

GAR：　順に配列し，コロンに続いてフルタイトル表記）

Tr．　ld．　：

Ackemann，　H．　Ch．　（1975）　iVarrative　Stoiie　Reliefs　frent　Gandltara　in　the　Victoria　and　A　tbert　Mitsettin
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Errington，　E，　（1987）　Tahkal　：　The　Nineteenth－Century　Record　of　Two　Lost　Gandhara　Sites．　BSOAS

　　　50　（2），　301－324，

Gelder，　J，　M．　v　an　（tr）　（1963）　Ma7tava　Srautasi？t’ra　Belongi7tg　to　the　ilfaitra－yavi　Saznhitd　（1985　rep

　　　ed）．　Varanasi．

Kurita，　1．　（1988）　Ga・ndharan　Art　1　：　The　Bttddha　’s　Life　Steiy．　Ancierit　Buddhist　Art　Series　1－II．　Tokyo，

Kuwayama，　Sh．　（1994）　The　Horizon　of　Begram　III　and　Beyond　：　A　Chronological　lnterpretation　of

　　　the　Evidence　for　Monuments　in　the　KapiSi－Kabtil－Ghazni　Region，　EW41（1－4），　79－120．

Le　Berre，　M　＆　D．　Schluinberger　（1964）　Observations　sur　les　remparts　de　Bactres．　Monitme7tts　pre一

　　　∬sja7niqlte　d　’Afghaitistan。　AのノIF／1　19，61－105，

Marshall，　J．　（！914）　Sha－ji－ki－Dheri．　Anituat　RePort　of　the　Director－Ceneral　of　Archaeotosry，　Archaeeio－

　　　gical∫Ztrvey（ゾlndia　1．1911・！2．　Calcutta，11．

Marshall，　」，　（1918）　A　Cttide　to　Taxila．　Calcutta．

Marshall，　」，　（1936）　A　Guide　to　Taxila　（3rd　ed）．　Delhi．

Marshall，　3．　（195D　Taxila　：　Aft　ltlitstrated　Acco：tftt　Archaeolog・ical　Excavations　1－M．　Cambridge．

Marshall，　J．，　A．　Foucher　＆　N，　G．　Majumdar　（1940）　The　Momt，nent　of　Sdfichi　1－X．　Delhi．

安藤志朗（1985）ティルーム朝Shah　Rukh鷹下の中核amlr陳洋史研究s　43（4），4－！1．

秦山正進（1987）91大唐西域記2（訳注）（「大乗彿典A中國篇9＞林檎社．

佐藤　長（1979＞「チベット歴史地理研究s岩波書店．

曾　問吾（野見出温訳）（1945＞「支那西域経繍史」上　東光書林．
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